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館
収
蔵　

故
郷
ゆ
か
り
の
日
本
画
展

　
　

〜
幕
末
か
ら
近
代
ま
で
〜

　

豊
か
な
自
然
に
恵
ま
れ
た
西
美
濃
に
位
置

す
る
揖
斐
川
町
は
古
く
か
ら
、
東
西
の
文
化

の
影
響
を
受
け
、
と
く
に
幕
末
に
は
江
馬
細

香
を
は
じ
め
と
す
る
張
氏
紅
蘭
・
高
橋
杏
村

な
ど
の
優
れ
た
南
画
家
の
作
品
が
揖
斐
川
町

の
文
化
的
風
土
に
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と

言
え
ま
す
。
郷
土
の
日
本
画
家〝
野
原
櫻
州
〞

〝
野
原
鳥
聖
〞
の
誕
生
は
そ
の
証
と
し
て
、

捉
え
た
い
の
で
す
。

　

今
回
の
展
示
作
品
は
、
江
馬
細
香
の
「
雪

中
竹
梅
図
」・
張
氏
紅
蘭
の
「
墨
梅
図
」・
高

橋
杏
村
の
「
雪
晴
訪
隠
」・
佐
々
木
尚
文
の

「
夏
景
山
水
図
」・
野
原
鳥
聖
の
「
寒
山
拾
得

図
」
屏
風
・
野
原
櫻
州
の
町
文
化
財
指
定
「
大

楠
公
父
子
決
別
図
」、「
橋
本
関
雪
賛
の
薔
薇

図
」・
棚
橋
天
籟
の
「
山
水
図
」
な
ど
の
作

品
十
五
点
を
資
料
館
収
蔵
品
の
中
か
ら
、
新

年
に
ふ
さ
わ
し
い
作
品
を
展
示
し
ま
す
。

一　

開
催
の
主
旨

　

新
揖
斐
川
町
の
誕
生
を
記
念
し
、
旧
一
町

五
村
の
先
人
が
築
き
上
げ
た
歴
史
・
民
俗
文

化
の
豊
か
さ
を
再
認
識
し
、
そ
の
文
化
の

共
有
化
を
目
指
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
新
揖
斐

川
町
の
歴
史
と
民
俗
文
化
の
体
系
化
を
図
る

た
め
に
、
旧
町
村
史
を
基
本
に
し
特
別
企
画

展
事
業
の
実
践
を
通
し
な
が
ら
、
歴
史
と
民

俗
文
化
の
体
系
化
を
五
ヵ
年
計
画
で
進
め
ま

す
。
今
回
は
第
一
年
目
で
す
。

二　

開
催
主
題

『
新
揖
斐
川
町
の
歴
史
・
民
俗
文
化
を
探
る
』

・
農
山
村
の
暮
ら
し
の
道
具
・
特
色
あ
る
生

　

産
用
具
と
民
俗
芸
能
資
料
の
展
示

三　

開
催
期
間　

二
月
か
ら
三
月
の
予
定

四　

開
催
会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館

五　

今
回
の
展
示
の
主
な
資
料

・
生
産
用
具
と
し
て

①
「
紙
漉
き
用
具
と
材
料
」

　
　

坂
内
、
藤
橋
、
久
瀬
地
区
で
和
紙
が
生

　
　

産
さ
れ
、
伝
統
産
業
で
し
た
。

②
「
伊
吹
薬
草
に
関
わ
る
資
料
」

　
　

薬
草
採
取
の
歴
史
と
販
売
資
料

③
「
木
挽
き
用
品
と
製
品
」

　
　

各
種
の
鋸
、
草
木
伐
採
具
、
製
品

④
「
運
搬
具
」
木
馬
、
ツ
チ
ブ
ネ
、
ソ
リ

・
暮
ら
し
の
資
料

①
住
ま
い　

藁
寝
具
、
照
明
具
、
雪
掻
具

②
飲
食　

マ
ナ
イ
タ
、
シ
オ
ブ
ネ
、
カ
ゴ

③
衣
類　

マ
ク
ラ
、
イ
ズ
ミ
、
雪
中
履
物

・
民
俗
芸
能
資
料

①
春
日
太
鼓
踊
り
資
料　

灯
籠
祭
り
資
料

②
川
上
ほ
う
ろ
踊
り
資
料

六　

会
場　

揖
斐
川
歴
史
民
俗
資
料
館
内

　
　
　
　
　

特
設
会
場

※
会
期
中
に
特
色
あ
る
揖
斐
谷
の
民
俗
資
料

　

に
つ
い
て
の
講
演
会
を
開
催
し
ま
す
。

博物館博物館･歴史資料館だより歴史資料館だより博物館･歴史資料館だより

故郷のゆかりの日本画展会場

揖斐谷の冬季の伝統産業　和紙生産「紙漉き用具」

「寒山拾得図」屏風　野原鳥聖（画） 「墨竹図」　江馬細香（画）

イズミ


